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は、【通常講義】全308講義（日 273、英 30、仏 5）、【公開講座】
全218講義（日 187、英 29、仏 2）、【国際会議】全58講義（日 









通常講義 公開講座 国際会議 最終講義
表　OCWの公開数 ※括弧内は、国際会議については英語以外の内数、それ以外は日本語以外の内数
国際高等教育院 71 （英8） 10  
総合人間学部／人間・環境学研究科 12 （英1， 仏5） 23 （英14， 仏2） 17 （仏12）   3
文学部／文学研究科 12 （英5）   2   1   1
教育学部／教育学研究科   7 （英2） 11   1 （日1）   2
法学部／法科大学院   6   3  
経済学部／経済学研究科 15 （英2）   1     6
理学部／理学研究科 18 10    6
医学部／医学研究科／医学部附属病院 16 （英1） 12 （英2）   1    4
薬学部／薬学研究科   3   
工学部／工学研究科 23 （英1） 15   3 15
農学部／農学研究科 84 （英7）   3 （英1）    1
情報学研究科   5 （2）   1 （英1）    5
生命科学研究科 31 （英1）   4 （英1）   2  
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通常講義 公開講座 国際会議 最終講義
地球環境学堂・地球環境学舎   3    1     1
経営管理大学院   3    3    1 （日1） 
アジア・アフリカ地域研究科      1
エネルギー科学研究科    1     1
総合生存学館／思想館    1 （英1）   4 
防災研究所    8  
経済研究所    3   1 
ウイルス研究所    3  
基礎物理学研究所    4   2   2
化学研究所    1   1   2
エネルギー理工学研究所    1    1
生存圏研究所    1    2
数理解析研究所    1    2 （英1）
霊長類研究所    2  
人文科学研究所    2   2   1
再生医科学研究所    1  
東南アジア研究所    1 （英1）    2
iPS細胞研究所    4  
物質－細胞統合システム拠点    7 （英5）  
高等教育研究開発推進センター    4   8   1
フィールド科学教育研究センター  11  
野生動物研究センター    2  
生態学研究センター    1   
地域研究統合情報センター    1    1    1
学術情報メディアセンター  15    3 （日1）   1
放射線生物研究センター    2  
こころの未来研究センター    2    1
国際交流センター    1 （英1）   2 
アフリカ地域研究資料センター    2  
低温物質科学研究センター    1  
学際融合教育研究推進センター     1 
環境科学センター    1   1 
国際交流推進機構     1 
原子炉実験所    1  
安寧の都市ユニット    4  
総合博物館    3  
附属図書館  13  
情報環境機構    3  
研究国際部    2 （英1）   4 
産官学連携本部    2  
教育推進・学生支援部    2  
総務部総長室    1  
京都大学生協学生委員会    1 
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開講時期 講　義　名 講義担当者 備　考
表1　2015年度開講科目





Evolution of the Human Sociality: A Quest 
for the Origin of Our Social Behavior （人類
進化論）
山極　壽一 総長2015年10月 6週




















Ethics in Life Sciences and Healthcare: 
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図9　The Chemistry of LifeとEvolution of the Human Sociality: A Quest for the Origin in of Our Social Behaviorの受講者の国・地域の割合
（それぞれのコ スーでの受講者の割合のトップ5の国・地域の名称を記載し、他は省略している）
図10　コンテンツの視聴と講義成績に基づくThe Chemistry of Life受講者のプロット 
（Ho et al. （2014） HarvardX and MITx: The first year of open online courses 
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4. Mutual Online System for Teaching &
　 Leaning （MOST）
4.1 MOSTについて
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4.3 MOSTフェローシッププログラム
　本センターでは、MOSTの活動を推進・活性化させるため、全国の大学教員を対象
とし、MOSTを利用した授業実践の見直しや教育改善の活動に取り組む「MOST
フェローシッププログラム」を2011年度に開始しました。今年度は第4期MOSTフェ
ローを募集し、選定された9名が活動を進めています。MOSTフェローに関する情報
は下記サイトよりご覧になれます。
▼ http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/most_fellow/
　MOSTフェローは、1年間かけて、対面でのミーティングやMOSTを利用すること
で、フェロー同志で活動のプロセスや成果を共有しながら、各自の教育実践をよりよ
くするとともに、教員コミュニティとしての成長も目指します。年度末の3月に、（1）大
学教育研究フォーラムでの発表、（2）自身の取り組みのスナップショット（コースポー
トフォリオ）の作成と公開の2点が本プログラムの活動成果となります。この間に行わ
れる2度の対面ミーティングについて、以下に紹介します。
(a) 第1回ミーティング
　2015年3月13日、第1回ミーティングが京都大学で開催されました。このミーティ
ングでは、各フェローの自己紹介や1枚の画像を提示しながらの実践紹介を行い、活
動の第一歩を踏み出します。
　ミーティング終了後、第3期MOSTフェローの修了式が行われ、本プログラムを終
了した10名のMOSTフェローに修了証が授与されました。第3期MOSTフェローの
活動成果であるスナップショットは下記のURLで閲覧可能です。
▼ https://most-keep.jp/most/gallery-most_felow_03/
　修了式の後は、歴代フェローも合流し、第3期MOSTフェローの教育上の取り組み
についてのアピールタイムにおいて、選定したテーマや改善したい内容、そのきっかけ
や現状と課題などについて情報が共有され、活発な議論や意見交換が行われました。
(b) 第2回ミーティング（合宿）
　2015年8月20日（木）～21日（金）、京都大学吉田泉殿及び三井ガーデンホテル
京都四条において、第2回ミーティングが合宿形式にて開催されました。この合宿で
は、前期に取り組んだ各自の授業実践について、作成途上のコースポートフォリオ等
を使って活動報告が行われました。この合宿には、歴代フェローも参加し、期を越え
た交流がなされました。
　歴代フェローによる自主合宿が実施されたり、第21回大学教育研究フォーラムに
おいて授業改善のセッション「FD笑百科―MOSTフェロー流授業改善術―」が企
画・実施されるなど、MOSTフェロー全体としてのコミュニティの活動の幅も年々拡
がっています。
　MOSTフェローシッププログラムは、今後も継続すべく準備を進めており、3月の第
22回大学教育研究フォーラムの期間中に、第5期の第1回ミーティングを予定してい
ます。本学教員からの応募も是非お待ちしております。
（田口 真奈・酒井 博之）
写真1　MOSTフェロー合宿の様子
写真2　「FD笑百科」の様子
